
生活保護制度の見直しに関する検討状況等について

１ 検討体制
平成１８年１月３０日に全国知事会、全国市長会共同で「新たなセーフ
ティネット検討会（生活保護制度に関する検討会 」を設置）

（構成）
○学識経験者 地方財政審議会委員 木村陽子（座長）

花園大学・大学院講師 門脇光也
国際基督教大学教授 八田達夫

○都道府県 東京都、石川県、福岡県
○市町村 川崎市、大阪市、高知市、稲城市、守口市、豊島区

２ 検討状況
第１回（平成１８年１月３０日）
今後の検討内容、進め方について協議

第２回（平成１８年２月１７日）
有識者ヒアリング（鈴木亘東京学芸大学教育学部助教授）

第３回（平成１８年２月２８日）
①金融機関の調査協力の義務付けについて
②年金担保貸付制度の見直しについて
③資産処分方策について

第４回（平成１８年４月１４日）
年金制度との均衡、生活保護基準について

第５回（平成１８年５月２９日）
①有期保護制度の創設について
②自立・就労支援策について

第６回（平成１８年６月２７日）
高齢者世帯の生活保障に対する対応策について

○以降の審議予定
７月・８月：報告書の取りまとめ作業
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